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期 15 週間 75 日のコースを提供している。富山大学留学生センターでは，1999 年 10 月に第１期を開講し，
2013 年３月には第 27 期生を送り出した。富山大学に配置される国費研究留学生・教員研修留学生の数
は少なく，受講定員に余裕があるため，2000 年 10 月開講の第３期日本語研修コースからは，学内公募
を実施して，大学推薦国費研究留学生や私費研究生等も受け入れている。本稿では，2012 年４月から






表１　日本語研修コース受講・修了者（第 26 期・第 27 期）
期 名　　　　　前 国　籍 指　導　教　員
26
 金　　福　山（キン　フクサン） 中 　 　 　 国  富山大学　唐　　　政　教授
 潘　　俊　超（ハン　シュンチョウ） 中 　 　 　 国  富山大学　清家　彰敏　教授
 劉　　燕　婷（リュウ　エンテイ） 中　　　　 国  富山大学　唐　　　政　教授
27
 アシアヌット　パペトワ　アドゥクス ウ ガ ン ダ  富山大学　岡崎　浩幸　准教授
 ナイン　ウィン　ソウ ミ ャ ン マ ー  富山大学　岡崎　浩幸　准教授
 ティオジオ　エドヴィジ　ロジン カ メ ル ー ン  富山大学　上田　　晃　教授
 モハンマド　アシュラフール　ラハマン バングラデシュ  富山大学　川原　茂敬　教授
 李　　梦　澤（リ　ボウタク） 中　　　　 国  富山大学　チャピ　ゲンツィ　教授









　第 26 期は，2012 年４月６日（金）に開講式，同年９月 28 日（金）に修了式を，第 27 期は，2012 年
10 月９日（火）に開講式，2013 年３月１日（金）に修了式を行い，どちらの期も 15 週間 75 日の集中
授業を行った。各期の主なスケジュールは以下の通りである。
＜第 26 期＞
2012年 ４月４日（水）   学内公募選考
 ４月５日（木）   コースオリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 ４月６日（金）   開講式
 ４月９日（月）   授業開始
 ５月23日（水）   異文化交流パーティー
 ６月１日（金）   フィールドトリップ（富山市民俗民芸村）
 ６月19日（火）   「私の国」発表会
 ７月21日（土）   ホームビジット
 ７月26日（木）   授業終了
 ７月27日（金）～８月１日（水） スピーチ練習，文集作成
 ８月２日（木）   スピーチ発表会（「私の専門」発表会）
 ９月28日（金）   修了式
＜第 27 期＞
2012年 10月３日（水）   文科省配置学生：諸手続き
 10月４日（木）   文科省配置学生：オリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 10月５日（金）   学内公募選考，挨拶の練習
 10月９日（火）   開講式，学内公募受講生：オリエンテーション，ひらがな
 10月10日（水）   授業開始
 11月14日（水）   異文化交流パーティー
 11月30日（金）   フィールドトリップ（富山市民俗民芸村）
 12月18日（火）   「私の国」発表会
 12月25日（火）～2013年１月４日（金） 冬季休業
2013年 １月26日（土）～27日（日） ホームステイ，ホームビジット（26日のみ）
 ２月８日（金）   授業終了
 ２月12日（火）～18日（月） スピーチ練習，文集作成
 ２月19日（火）   スピーチ発表会（「私の専門」発表会）








　第 26 期，第 27 期ともに，コース開講当初は初級・中級の２つのレベルの受講者がおり，２つのクラ
－ 20 －
スに分けて授業を行っていた。しかし既に述べたように，第 26 期２人，第 27 期１人の学生が途中でコー
スを辞めることになり，それが中級クラスの学生で，コースに残ったのは初級レベルの学生のみであっ














初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
月
文法 文法 A 文法 文法 A 語彙・表現 コンピュータ コンピュータ 読解
（加藤敬） （高畠） （加藤敬） （高畠） （加藤扶） （濱田） （濱田） （加藤扶）
火
文法 聴解 文法 会話 聴解 作文 特別指導 特別指導
（後藤） （濱田） （後藤） （副島） （濱田） （藤田） （加藤扶・副島）（濱田・後藤）
水
文法 文法 A 文法 文法 A 文字・漢字 文字・漢字 日本事情
（横堀） （中河） （横堀） （中河） （加藤扶） （濱田） （出原）
木
文法 文法 B 文法 文法 B 読解・作文 コンピュータ コンピュータ 文法 C
（高畠） （副島） （高畠） （副島） （横堀） （後藤） （後藤） （副島）
金
文法 文法 B 文法 文法 B 会話 文法 C 特別指導 特別指導













初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
月
文法 文法 A 文法 文法 A 聴解 コンピュータ コンピュータ 読解
（加藤敬） （高畠） （加藤敬） （高畠） （加藤扶） （濱田） （濱田） （加藤扶）
火
文法 聴解 文法 会話 語彙・表現 作文 特別指導 特別指導
（後藤） （加藤扶） （後藤） （副島） （藤田） （加藤扶） （加藤扶・副島）（濱田・後藤）
水
文法 文法 A 文法 文法 A 文字・漢字 文字・漢字 日本事情
（横堀） （中河） （横堀） （中河） （加藤扶） （濱田） （出原）
木
文法 文法 B 文法 文法 B 読解・作文 コンピュータ コンピュータ 文法 C
（高畠） （副島） （高畠） （副島） （横堀） （後藤） （後藤） （副島）
金
文法 文法 B 文法 文法 B 会話 文法 C 特別指導 特別指導






















文字・漢字 『留学生のための漢字の教科書　初級 300』（国書刊行会）（第 26 期）
『ストーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）（第 27 期）





































しながらプレゼンテーションを行った (5.5.2 参照 )。さらに，学生は発表原稿をもとにしてレポートを
作成した。学生の作成したレポートは，第 26 期，第 27 期のものをまとめ，日本語研修コース修了レポー
ト集『らいちょう』として発行した（5.5.3 参照）。
５．５．２　スピーチ発表会
　スピーチ発表会は，第 26 期は 2012 年８月２日（木）に，第 27 期は 2013 年２月 19 日（火）に，そ
























































































　　忙しい 3 人，ちょうどいい 2 人
日本語は上達したか：



























































































　大学院入学前予備教育・日本語研修コースは，2013 年３月に第 27 期生を送り出した。これまでに文
部科学省からの配置学生，学内措置による受講者を合わせて 174 人がこのコースを修了している。
　初級クラスについては，日本語課外補講との合同クラスがあることにより，日本語研修コース単独で
授業を行っていた頃よりも授業が活発化していると感じられる。期によって受講者の人数や国籍，留学
の目的などは異なるが，どのような構成であっても，合同クラスの存在はどちらのプログラムを受講し
ている学生にとっても，プラスになっていると思われる。
　一方で，中級クラスについては，第26期，第27期ともに，コース開講当初は受講者がいたにも関わらず，
既に述べたようにコース途中でその受講者が受講を辞退し，結果として日本語研修コースとして中級ク
ラスを受ける学生はゼロとなってしまった。辞退の理由は，クラスの雰囲気が合わなかった，研究生を
辞めてしまった，専門の勉強が忙しくなったということで，必ずしもコースそのものが直接の原因となっ
ているとは言えないが，初級クラスとは対照的に日本語課外補講との合同化があまりうまくいっていな
い状況もあるので，開講するコマ数，レベルなど，いろいろな面での見直しを進めていく必要があるだ
ろう。昨年度の年報でも触れたが，見直しを進めていく際には，日本語研修コースのカリキュラムを検
討するだけでなく，留学生センターの他の日本語プログラムとも連携をとりながら，改善の道を探って
いかなければならない。日本語ゼロレベルで来日した留学生が，在学中に初級から段階的に次のレベル
へと進み，自己の日本語力の伸びを感じながら，専門課程での研究に打ち込めるようなプログラムが提
供できるよう，留学生センターの日本語プログラム全体の枠組みを検討したうえで，個々のプログラム
やレベルの教育内容を具体化していく必要があるだろう。
